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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は,心ペースメーカー洞房結節細胞における拡張期緩徐脱分極の背景にある内向き電流に関する
ものである｡ 実験にはウサギ心より単離した洞房結節細胞を用い,パ ッチワークランプ法による膜電流の
記録を行った｡自発活動電位を示 している細胞で,保持電位を-80mVとし,脱分極パルスを与えると,
活性化の閥値を-70mV付近に示 し,不活性化の殆ど見られない内向き電流を記録することができた｡
この内向き電流は,テ トロドトキシンで抑制されないが,ジヒドロピリジンなどCa括抗薬で抑制された｡
しかし,L一型Caチャネルと異なり,外液のCaを除去 しても電流は消失せず,逆に,外液のNaを除去
すると,電流が消失することから,この内向き電流はNaイオンによって運ばれる新たな電流系によって
いることが示された｡自発活動電位を示さない細胞からは,持続性内向き電流を記録することはできなか
った｡この電流がまさに拡張期緩徐脱分極電位の範囲で活性化することから,この電流がペースメーカー
電位発生に重要な役割を演じていることが強く示唆された｡
以上の研究は心拍動リズムの形成とその調節のメカニズム解明に重要な知見をもたらすもので,心臓の
生理学に新たな展開をもたらすものである｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成8年12月10日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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